
　

４
月
20
日
、
南
栗
公
民
館
に
於

い
て
町
会
、
公
民
館
、
民
生
児
童

委
員
に
よ
る「
い
き
い
き
茶
話
会
」

が
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
町
会
全
戸
へ
の
回
覧
周
知

の
あ
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
７
月
に
1
回
目
が
、
茶

話
会
の
中
で
高
齢
者
の
方
々
の
安

否
確
認
を
し
ま
せ
ん
か
と
、
小
学

生
の
花
火
大
会
に
合
わ
せ
て
「
お

し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」
と
し
て
開
催

さ
れ
、
今
回
が
４
回
目
の
開
催
に

な
り
ま
す
。
２
回
目
は
単
独
で
懐

か
し
の
映
画
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

み
、
３
回
目
は
公
民
館
冬
季
講
座

の
あ
と
に
茶
話
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

運
営
に
は
、
協
力
す
る
世
話
人

の
皆
さ
ん
が
事
前
の
会
議
な
ど
で

準
備
を
し
、
今
回
は
桜
餅
を
手
作

り
し
て
か
ら
、
四
肢
筋
力
ア
ッ
プ

運
動
な
ど
の
ス
ト
レ
ッ
チ
講
習
を

し
て
茶
話
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
お
互
い
を
知
り
、
話
の

中
か
ら
困
り
ご
と
や
提
案
な
ど
が

あ
れ
ば
相
談
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
て
意
識
の
自
主
化
を
図

り
住
民
主
体
で
地
域
力
を
高
め
住

み
良
い
街
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
こ
れ
か
ら
も
開
催
を
重
ね
て

行
き
ま
す
。

　
3
月
末
、J
A
松
本
ハ
イ
ラ
ン
ド

隣
の
松
本
市
消
防
団
第
10
分
団
詰
所

に
大
切
に
置
か
れ
て
い
た
、
ポ
ン
プ

車
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。
22
年
ぶ
り

に
ピ
カ
ピ
カ
の
新
型
車
と
な
り
、
車

体
は
オ
フ
ロ
ー
ド
車
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

形
に
か
わ
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
ポ
ン
プ
車
は
、
平
成
5

年
11
月
に
使
用
を
開
始
し
、
平
成
13

年
9
月
の
大
手
2
丁
目（
西
堀
地
区
）

の
火
災
や
平
成
14
年
3
月
に
浅
間
温

泉
付
近
で
発
生
し
た
大
規
模
山
林
火

災
な
ど
に
出
動
し
活
躍
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
訓
練・行
方
不
明
者
捜
索・

広
報
活
動
に
使
わ
れ
た
り
、
消
火
技

術
や
速
さ
を
競
う
ポ
ン
プ
操
法
大
会

で
は
、
県
大
会
ま
で
出
場
し
た
車
輌

で
し
た
。
役
目
を
終
え
た
車
輌
は
、

赤
色
灯
や
サ
イ
レ
ン
を
外
さ
れ
官
公

庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
る
の

で
す
が
、
10
分
団
の
ポ
ン
プ
車
は
状

態
が
良
い
為
、
今
後
も
現
役
で
使
わ

れ
る
そ
う
で
す
。

い
き
い
き

火
の
見
櫓
塗
り
替
え

消
防
団
10
分
団
ポ
ン
プ
車

島
立 

　訪
島
立
の

　道
と
水

探探

　

島
立
に
は
、
野
麦
・
千
国
・
仁

科
街
道
と
言
わ
れ
て
い
る
３
本
の

街
道
と
多
く
の
川
が
流
れ
て
い
ま

す
。
７
月
号
か
ら 

「
島
立
の
道
と

水
」
と
題
し
数
回
に
渡
っ
て
道
と

水
を
中
心
に
、
そ
れ
を
取
り
巻
く

歴
史
・
物
流
・
文
化
な
ど
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

      

　

最
初
に
、
松
本
は
城
下
町
と
し

て
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
で
多

く
の
街
道
と
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
西
に
向
か
う
野
麦
街
道
、

北
に
向
か
う
千
国
街
道
と
仁
科
街

道
が
島
立
を
通
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

野
麦
街
道
は
、
古
く
か
ら
松
本

と
飛
騨
高
山
を
結
ぶ
道
で
、
詳
細

な
経
路
と
呼
び
名
に
つ
い
て
は
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
信
州
と
飛
騨
と

の
交
易
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
し
た
。

　

千
国
街
道
と
仁
科
街
道
は
、
現

在
の
新
潟
県
糸
魚
川
か
ら
大
町
、

松
本
を
通
り
塩
尻
に
続
く
道
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
「
塩

の
道
」
と
も
呼
ば
れ
、
海
の
無
い

信
州
に
日
本
海
か
ら
の
海
産
物
や

貴
重
な
塩
を
運
ぶ
流
通
ル
ー
ト
と

し
て
重
要
な
街
道
で
し
た
。 　
　

　

現
在
で
は
自
動
車
社
会
と
な
り
、

こ
れ
ら
の
街
道
に
代
わ
っ
て
国
道

１
４
７
号
と
１
５
８
号
に
な
り
、

中
信
地
域
の
物
流
・
観
光
・
文
化

交
流
の
発
展
を
担
っ
て
い
ま
す
。

茶
話
会

▶
新
車
両

▶
旧
車
両

　
大
庭
公
民
館
近
く
に
設
置
さ
れ
て

い
る
火
の
見
櫓
が
、
何
十
年
間
ぶ
り

に
業
者
の
手
に
よ
っ
て
、
サ
ビ
だ
ら

け
の
状
態
か
ら
光
り
輝
く
銀
色
に
塗

り
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
櫓
の
前
に
工
事
を
予
告
す
る
看
板

が
立
ち
、
周
囲
に
足
場
が
屋
根
ま
で

建
て
ら
れ
、
防
風
ネ
ッ
ト
に
覆
わ
れ

て
作
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
中
を

覗
く
事
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ネ
ッ
ト
の
隙
間
か
ら
銀
色
に
塗
ら
れ

た
鉄
骨
が
見
え
ま
し
た
。

　
火
の
見
櫓
の
歴
史
は
、
非
常
に
長

く
、 江
戸
時
代
に
幕
府
直
轄
の
「 

定

火
消
」
が
作
ら
れ
、
武
家
屋
敷
の
防

備
に
あ
た
り
15
ｍ
の
火
の
見
櫓
が
初

め
て
作
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
当
初

は
、
木
製
の
は
し
ご
に
釣
り
鐘
の
物

が
多
く
あ
り
、
今
の
よ
う
な
鉄
製
の

火
の
見
櫓
は
大
正
の
終
り
頃
か
ら
多

く
な
っ
た
も
の
の
、
し
っ
か
り
と
し

た
設
計
図
は
無
く
、
町
の
鍛
冶
屋
が

長
年
の
経
験
と
セ
ン
ス
で
建
て
ら
れ

て
、
火
の
見
櫓
の
形
で
鍛
冶
屋
の
仕

事
の
領
域
が
わ
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
二
十
数
年
前
ま
で
は
、
消
防
団
の

方
々
が
、
屋
根
の
部
分
以
外
の
骨
組

み
を
塗
っ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
い

つ
の
間
に
か
塗
る
事
は
無
く
な
り
、

久
々
に
銀
色
の
光
り
輝
く
火
の
見
櫓

と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
大
庭
地
区
を

見
守
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
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新
任
会
長
・
職
員
挨
拶

島
立
小
学
校
長

臼
井
　
　
知

島
立
中
央
保
育
園
長

三
好
　
要
範

　

今
年
度
よ
り
島
立
小
学
校
長
と

し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
臼
井
知

で
す
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中

で
学
習
に
励
む
子
ど
も
た
ち
、
支

え
て
く
だ
さ
る
保
護
者
の
皆
様
、

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地
域

の
皆
様
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
伝
統
あ
る
島

立
小
学
校
が
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
学
校
に
な
る
よ
う
、

先
生
方
と
と
も
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
度
と
も

ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
度
、
島
立
中
央
保
育
園
の

園
長
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
三
好
要
範

と
申
し
ま
す
。

　

園
で
は
、
自
分
を
大
切
に
し
、

人
も
大
切
に
す
る
子
ど
も
、「
あ
い

さ
つ
」
を
含
め
豊
か
に
表
現
で
き

る
子
ど
も
を
め
ざ
し
、
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
員
一
同
一
丸
と

な
っ
て
皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
園
づ

く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
ど
う
か
ご
支
援
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら
公

民
館
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
町
内
公
民
館
長
会
の
会

長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

島
立
地
区
で
は
地
域
づ
く
り
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
「
あ
い
さ
つ

声
か
け
」
運
動
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ま
が
心
を
寄
せ

合
い
、
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

　

今
年
度
か
ら
、
島
立
公
民
館
主

事
と
し
て
危
機
管
理
課
か
ら
異
動

し
て
参
り
ま
し
た
宮
﨑
裕
太
と
申

し
ま
す
。

　

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
高

綱
中
学
校
の
出
身
と
い
う
こ
と
で

島
立
地
区
に
は
ご
縁
が
あ
り
ま
し

て
、
こ
の
地
区
に
非
常
に
親
し
み

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

公
民
館
に
は
、
様
々
な
学
び
の

機
会
を
通
じ
て
地
域
の
人
と
人
を

つ
な
ぐ
役
割
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
業
務
に
慣
れ
な
い

未
熟
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ

島
立
公
民
館 

主
事

宮
﨑
　
裕
太

島
立
地
区
町
内
公
民
館
長
会
長

藤
森
喜
久
代
る
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
基
づ
く

運
動
で
す
。

　

そ
こ
で
地
域
づ
く
り
の
一
端
を

担
う
公
民
館
と
し
ま
し
て
は
、
身

近
な
交
流
の
場
と
し
て
気
軽
に
公

民
館
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
よ

り
よ
い
地
域
を
目
指
し
て
皆
様
と

共
に
公
民
館
事
業
を
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援

の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
皆
様
と

と
も
に
島
立
地
区
を
盛
り
上
げ
る

た
め
精
一
杯
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
ご
指
導
ご
鞭
撻
賜
り

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

島立地区地域づくり
センター職員一同

よろしくお願いします♪

　
　【

町
会
長
】

（
◎
連
合
会
長　

○
副
会
長
）

〔
荒
井
〕◎
塩
原
秀
敏
〔
堀
米
〕　

浅
野　

毅

〔
大
庭
〕　

上
條
英
雄　
〔
小
柴
〕
　　　
藤
田
芳
範

〔
町
区
〕　

松
澤　

一　
〔
永
田
〕　

田
中
章
雄

〔
中
村
〕　

山
田
任
宏　
〔
三
の
宮
〕　
丸
山
晴
久

〔
北
栗
〕○
伊
藤
德
男　
〔
南
栗
〕　

濵　

春
男

【
町
内
公
民
館
長
】

（
◎
町
内
公
民
館
長
会
長　

○
副
会
長
）

〔
荒
井
〕　

清
水
正
明　
〔
堀
米
〕
　　

伊
藤
悦
夫

〔
大
庭
〕◎
藤
森
喜
久
代　
〔
小
柴
〕　

三
澤　

正

〔
町
区
〕　

平
林
彰
一　
〔
永
田
〕　

横
内
秀
明

〔
中
村
〕　

塚
田
俊
一　
〔
三
の
宮
〕　
浅
野
莊
次

〔
北
栗
〕○
長
瀬
正
弘　
〔
南
栗
〕　

中
沼
博
史

【
島
立
公
民
館
各
種
委
員
】

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

◆
文
化
図
書
委
員

〔
荒
井
〕　

百
瀬
順
一　
〔
堀
米
〕　◎
浅
野
正
行

〔
大
庭
〕　

藤
森
義
一　
〔
小
柴
〕　

宮
崎
正
行

〔
町
区
〕　

永
田
宏
明　
〔
永
田
〕〇
北
野
京
一

〔
中
村
〕○
堀
江
文
子    〔
三
の
宮
〕
北
平
康
夫

〔
北
栗
〕　

小
口
一
夫　
〔
南
栗
〕　

大
久
保
由
可
里

◆
館
報
編
集
委
員

〔
荒
井
〕○
西
村　

弘　
〔
堀
米
〕　

兵
藤　

修

〔
大
庭
〕 ◎
横
内
一
志　

   〔
小
柴
〕　

髙
柴
律
子

〔
町
区
〕　

永
田
淳
一　
〔
永
田
〕
　　

荷
村
美
代
子

〔
中
村
〕　

百
瀬
恵
子     〔
三
の
宮
〕〇
萩
野
由
子

〔
北
栗
〕　

藤
森
喜
雄　
〔
南
栗
〕　

濵　

博

〔
全
市
版
〕 
　
藤
森
寿
美
子

◆
女
性
委
員

〔
荒
井
〕　

森
田
幸
代　
〔
堀
米
〕　

中
村　

栄

〔
大
庭
〕　

遠
藤
ゆ
み
子　
〔
小
柴
〕　

三
澤
文
子

〔
町
区
〕　

村
山
美
寿
子　
〔
永
田
〕　

北
野
文
江

〔
中
村
〕
　
◎
中
澤
睦
美
・
塚
田
淳
子　
　
　
　
　
　

〔
三
の
宮
〕○
神
保
宏
絵

〔
北
栗
〕○
川
上
ひ
と
み　
〔
南
栗
〕〇
遠
藤
悦
子

【
各
種
団
体
長

（
順
不
同
）
】

〔
子
ど
も
会
育
成
会
長
〕　　
　
　
　

高
宮　

一
雄

〔
体
育
協
会
長
〕　　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

浩
明

〔
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
〕　　
　
　
　
　

安
藤　

久
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
さ
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
澤　

千
秋

〔
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
〕　　
　

二
木
秀
一
郎

〔
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
長
〕　　
　

吉
澤　

光
江

〔
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
長
〕　　

上
條
や
す
子

〔
衛
生
協
議
会
長
〕　　
　
　
　
　
　

丸
山　
　

晃

〔
日
本
赤
十
字
奉
仕
団
島
立
分
団
長
〕                               

高
木　

邦
子

〔
松
本
市
消
防
団
第
１０
分
団
長
〕　    

赤
穂　

礼
夫

〔
交
通
安
全
協
会
島
立
支
部
長
〕　　

丸
山　

晴
久

〔
商
工
親
和
会
長
〕　　
　
　
　
　
　

手
塚　

英
男

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
長
〕　

藤
沢　

益
男

〔
島
立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
〕　　
　

金
古　
　

健

〔
松
島
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
〕　　
　

宮
下　
　

新

〔
高
綱
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
島
立
代
表
〕　

八
十
島　

健

〔
福
祉
ひ
ろ
ば
推
進
協
議
会
長
〕　　

向
山　

芳
雄

【
島
立
公
民
館
】

〔
館
長
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
山　

正
彦

〔
館
長
補
佐
〕　　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

高
俊

〔
主
事
〕　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

裕
太

平
成
28
年
度
　
島
立
の
役
員
（
敬
称
略
）

松 本 市 公 民 館 報2016（平成 28）年 5 月 30 日（月） 第 392 号 ④【島立版】


